
照
り
が
強
い
真
珠
を
生
産
す
る
養
殖
方
法
の
開
発 

長
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県
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合
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産
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験
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苗
量
産
技
術
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発
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ン
タ
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藻
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は
じ
め
に 

長
崎
県
は
全
国
有
数
の
真
珠
生
産
県
で
あ
り
、

平
成
二
十
六
年
の
生
産
量
は
八
ト
ン
で
全
国
一

位
で
す
（
平
成
二
十
六
年
漁
業
・
養
殖
業
生
産

統
計
）。
し
か
し
、
平
成
八
年
か
ら
長
崎
県
を
含

む
西
日
本
各
地
の
真
珠
養
殖
場
で
は
養
殖
貝
の

生
残
率
の
低
下
や
、
景
気
低
迷
に
よ
る
需
要
の

減
退
等
に
よ
る
収
益
の
減
少
が
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
総
合
水
産
試
験
場
で
は
真
珠
養

殖
業
の
収
益
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
長

崎
県
真
珠
養
殖
漁
業
協
同
組
合
や
対
馬
真
珠
養

殖
漁
業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
生
産
性
を
高
め

る
新
し
い
養
殖
方
法
の
開
発
や
、
生
き
残
り
が

良
い
ア
コ
ヤ
ガ
イ
、
真
珠
の
色
彩
と
巻
き
を
良

く
す
る
ピ
ー
ス
貝
（
施
術
時
に
核
と
と
も
に
移

殖
す
る
外
套
膜
小
片
を
採
取
す
る
ア
コ
ヤ
ガ

イ
）
の
作
出
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た(

漁
連
だ

よ
り
平
成
二
十
五
年
二
月
号
掲
載)

。 

そ
の
結
果
、
開
発
し
た
技
術
を
使
っ
て
県
内

の
養
殖
場
で
生
産
さ
れ
た
真
珠
は
、
全
国
の
入

札
会
や
品
評
会
で
高
い
評
価
を
受
け
る
な
ど
、

長
崎
県
の
真
珠
生
産
技
術
は
着
実
に
向
上
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
の
真
珠
の
入
札
単
価

は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
っ
た
平
成
二
十
年

よ
り
は
回
復
し
て
い
る
も
の
の
、
平
成
八
年
以

前
と
比
較
す
る
と
四
十
％
程
度
に
止
ま
っ
て
い

る
た
め
、
経
営
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。 

  

そ
こ
で
、
総
合
水
産
試
験
場
で
は
収
益
性
を

よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
、
平
成
二
十
五
年

か
ら
前
述
の
二
真
珠
漁
協
等
と
連
携
し
、
業
界

か
ら
強
い
要
望
が
あ
る
照
り
が
強
い
真
珠
養
殖

技
術
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と

を
紹
介
し
ま
す
。 

真
珠
の
照
り
に
つ
い
て 

 

照
り
と
は
、
光
沢
（
図
１
）
の
こ
と
で
、
大

き
さ
（
真
珠
径
）、
色
彩
（
実
体
色
・
干
渉
色
）
、

巻
き
（
真
珠
層
の
厚
み
）
、
形
状
と
同
様
に
真
珠

の
品
質
を
左
右
す
る
重
要
な
要
素
で
す
。
照
り

が
強
い
真
珠
は
出
現
率
が
極
め
て
低
く
、
加
工

技
術
に
よ
っ
て
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
そ
の
希
少
性
か
ら
入
札
会
で
最
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
照
り
に
関
与
す
る
結
晶
構
造
の
研
究

は
進
ん
で
お
り
、
照
り
が
強
い
も
の
は
弱
い
も

の
と
比
較
し
て
、
真
珠
の
表
面
か
ら
０
．
０
七



ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
真
珠
層
（
図
２
）
を
構

成
す
る
結
晶
の
一
枚
一
枚
の
厚
み
が
薄
く
均
一

で
、
レ
ン
ガ
状
に
規
則
正
し
く
配
列
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
こ
の
よ
う
な
結
晶
構
造
を
持
つ
、
真

珠
の
生
産
に
は
、
漁
場
環
境
（
水
温
、
餌
料
等
）

や
貝
の
管
理
技
術
な
ど
が
関
与
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
具
体
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
養
殖
技
術
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

照
り
に
関
与
す
る
真
珠
層
形
成
開
始
時
期
調
査 

 

技
術
開
発
の
一
環
と
し
て
、
先
に
説
明
し
ま

し
た
照
り
に
関
与
す
る
表
層
下
０
．
０
七
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
真
珠
層
形
成
開
始
時
期
を
調
べ
ま

し
た
。
調
査
に
は
、
対
馬
市
嵯
峨
と
佐
世
保
市

浅
子
の
地
先
で
平
成
二
十
五
年
五
月
か
ら
八
月

の
間
に
五
．
六
三
か
ら
七
．
一
二
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
核
を
施
術
さ
れ
た
ア
コ
ヤ
ガ
イ
（
飼
育
場

所
、
施
術
時
期
や
核
サ
イ
ズ
が
異
な
る
四
群
）

を
用
い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
貝
を
各
飼
育
場
所

で
十
月
と
十
一
月
に
生
か
し
た
ま
ま
開
殻
し
て

貝
柱
に
テ
ト
ラ
サ
イ
ク
リ
ン
（
抗
生
物
質
）
を

注
射
し
て
真
珠
層
に
マ
ー
キ
ン
グ
し
、
平
成
二

十
六
年
一
月
に
そ
れ
ら
の
貝
か
ら
真
珠
を
採
取

し
ま
し
た
。
採
取
さ
れ
た
真
珠
は
断
面
を
蛍
光

顕
微
鏡
で
観
察
し
、
図
３
に
示
し
ま
す
二
つ
の

マ
ー
キ
ン
グ
（
注
射
日
）
か
ら
真
珠
採
取
日
ま

で
の
真
珠
層
の
一
日
あ
た
り
の
形
成
量
を
求
め
、

表
層
下
０
．
０
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
形
成
開
始

時
期
を
算
出
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
四
群
の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
か
ら
採
取

さ
れ
た
真
珠
の
形
成
開
始
時
期
は
、
十
月
中
旬

か
ら
十
一
月
下
旬
の
間
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
調
査
結
果
か

ら
形
成
開
始
時
期
は
飼
育
場
所
、
施
術
時
期
や

核
サ
イ
ズ
に
よ
り
異
な
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。 実

証
試
験 

 

照
り
が
強
い
真
珠
を
生
産
す
る
養
殖
方
法
を

開
発
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
得
る
目
的
で
、

ま
ず
は
、
そ
の
出
現
率
が
高
い
業
者
に
養
殖
方

法
等
に
関
す
る
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
図
４
に
示
し
ま
す
よ
う
に
、
約



七
十
％
の
業
者
が
真
珠
の
収
穫
前
に
共
通
し
て

貝
掃
除
を
経
験
的
に
休
止
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
、
照
り
が
強
い
真
珠
層
の
形
成
に
は
収
穫

前
の
貝
掃
除
の
休
止
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
ま
し
た
。 

次
に
、
先
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を
基
に
、

真
珠
の
照
り
に
及
ぼ
す
貝
掃
除
を
休
止
す
る
影

響
に
関
す
る
飼
育
試
験
を
、
対
馬
市
嵯
峨
地
先

で
行
い
ま
し
た
。
試
験
は
、
平
成
二
十
六
年
八

月
に
施
術
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
一
月
に
収
穫

予
定
の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
を
用
い
、
平
成
二
十
六
年

十
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
、
貝
掃
除
の
有

無
（
貝
掃
除
あ
り
区
・
な
し
区
）
に
よ
る
真
珠

の
品
質
（
照
り
・
真
珠
径
・
単
価
）
を
比
較
し

ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
貝
掃
除
な
し
区
は
あ
り
区
よ
り
、

真
珠
径
（
巻
き
）
は
劣
る
も
の
の
、
輝
度
（
数

値
が
高
い
ほ
ど
照
り
が
強
い
）
と
単
価
は
高
い

数
値
を
示
し
、
真
珠
径
と
輝
度
に
は
有
意
差
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
（
図
５
）。
な
お
、
佐
世
保
市

浅
子
地
先
で
も
同
様
な
試
験
を
行
い
、
同
じ
結

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
収
穫
前
に
貝
掃
除
を

休
止
す
る
こ
と
は
、
真
珠
の
巻
き
が
低
下
す
る

も
の
の
、
照
り
が
向
上
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
照
り
と
巻
き
の
両
面
を
良
く

す
る
貝
掃
除
の
休
止
期
間
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

お
わ
り
に 

現
在
、
総
合
水
産
試
験
場
で
は
、
今
回
紹
介

し
ま
し
た
照
り
が
強
い
真
珠
を
生
産
す
る
養
殖

技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

他
に
も
県
内
の
真
珠
養
殖
業
で
は
、
秋
抑
制
貝

（
翌
年
の
春
に
施
術
す
る
た
め
、
生
理
状
態
を

調
整
さ
れ
た
貝
）
の
斃
死
率
増
加
や
施
術
貝
の

脱
核
率
増
加
な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
も
真
珠
業
界
と
連
携

し
て
真
珠
養
殖
業
の
経
営
改
善
に
繋
が
る
た
め

の
技
術
開
発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。 

（
担
当 

主
任
研
究
員 

岩
永
俊
介
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